
平成28年12月30日

岩内町の文化的資源掘り起こし調査

◆調査の目的

岩内町の開基は宝暦元年（1751年）といわれており、早くからニシン漁

場として発展し、道内でも古く歴史的遺産も多い町であります。

そうした中、現在、岩内町の指定文化財は３件と、類似町村との比較にお

いては少なく、また、昭和58年に指定された「岩内赤坂奴」以来、30年以

上、新たな指定が行われていない状況にあります。

このため、あらためて町内の文化的資源の掘り起こしを行い、指定文化財

の候補選定に向けた資料を作成することを目的としております。

◆対象文化財

有形文化財、無形文化財、民俗文化財、史跡名勝天然記念物

◆募集期間

平成29年1月6日（金）～2月28日（火）

◆提出方法

様式は自由です。郵送、ファックス、メールまたは電話

例①：○○寺にある○○○○仏像は、歴史的にも貴重であり、町の指定

文化財として保存指定いく必要がある。

例②：岩内町字○○の、○○○（歴史的建造物などの名称）は、明治期

に整備された歴史的にも貴重なものであり、町の指定文化財とし

て保存活用をしていくべき。

例③：岩内町に古くから存在する○○○は、町の歴史を物語る貴重な財

産であり、町の指定文化財としていくことが望ましい。



参考資料

①岩内町における指定文化財の状況

【北海道指定文化財】

名 称 種 別 指定年月日

岩内東山円筒文化遺跡 史跡 昭和43年3月29日

岩内東山円筒文化遺跡出土の遺物 有形文化財 昭和43年3月29日

【岩内町指定文化財】

名 称 種 別 指定年月日

阿弥陀如来大仏像（帰厚院） 有形文化財 昭和44年7月1日

一本柳 天然記念物 昭和47年11月3日

岩内赤坂奴 無形民俗文化財 昭和58年7月5日

②市町村指定文化財の状況（後志管内）

小樽市 ６件

島牧村 ６

ニセコ町 ２

真狩村 ３

倶知安町 ３

岩内町 ３

泊村 ３

積丹町 １

古平町 ８

仁木町 １９

余市町 ３３（有形１９、史跡１１、名勝２、天然記念物１）


